
ごみ減量のために

市ではこのような取り組みをしています！
ごみ減量化＆リユースの推進
衣類回収

衣類回収ボックス
　まだ着られるけれど不要になっ
た衣類を市内６カ所（市役所、各
コミュニティセンター、市民交流
プラザ「トワーレ」）のボックス
で回収しています。
　回収した衣類は海外で再利用さ
れ、燃えるごみの減量だけではな
く、資源を循環利用し、環境への
負荷を減らす社会づくりに役立っ
ています。

リサイクルの推進
使用済小型家電回収

小型家電回収ボックス
　燃えないごみとして出されて
いる小型家電には、鉄、アルミ、
貴金属、レアメタルといった有
用な金属が含まれています。
　ごみの減量と限りある資源の
有効利用のため、回収ボックス
（市役所、各コミュニティセン
ターほか 13 カ所に設置）をご
利用ください。

　市では、ごみの減量や資源化、再利用に対する意識や関心を高めてもらうため、各種イベントや広報などで
市民の皆さんに協力を呼び掛けています。ごみの分別を徹底したり、ごみを出す前に再利用できないかを考え
たり、市民の皆さん一人一人のごみに対する意識の積み重ねがごみ減量の大きな一歩となります。
　引き続き、皆さんのご協力をお願いします。

　スマートフォンやタブレット端末向けのアプリ「十和田
市版ごみ収集アプリ」は、ごみの収集日を通知してくれた
り、分別に迷うごみの分類を検索できる便利なアプリです。
ぜひ、ご活用ください！

【ダウンロード方法】
App Store、Google Playで「十和田市版ごみ収集」を検
索するか、下のQRコードからダウンロードしてください。
（インストールは無料ですが、
通信費は利用者の負担となります。）

十和田市版ごみ収集アプリ

他にもこんなことに
取り組んでいます！

プリ「十和

３Ｒに関する意識啓発の推進
幼児向けリサイクル教室、ふるさと出前きらめき講座

　幼稚園、保育所を対象に、幼児期から楽しみながらリサ
イクルについて学べる「幼児向けリサイクル教室」を開催
しています。
　また、市民や事業者を対象に「ふるさと出前きらめき講
座」を開催し、ごみの減量と正しい分別の仕方について、
普及・啓発を図っています。

▲ふるさと出前きらめき講座

▲▲幼児向けリサイクル幼児向けリサイクル
　教室　教室

　市でもさまざまな取り組みを行っています
が、市民の皆さんにも次の３つのルールを守
っていただき、地域で利用するごみ収集場所
を気持ちよく利用しましょう。

守ってほしい！　家庭ごみのルール

１ ごみは指定収集日の朝８時までに出し、前日や
夜間には出さないでください。

２
ごみは正しく分別し、指定のごみ袋に入れましょ
う。

３
ごみ収集場所は、それぞれの町内会や地域住民、
アパート管理者が維持管理しているため、他の
町内会や地域の収集所にごみを出さないでくだ
さい。

7 2019年（令和元年）10月号広報

年度 回収量
【kg】

平成29年度 8,832

平成30年度 9,523

年度 回収量
【kg】

平成29年度 1,443

平成30年度 1,697


